
(57)【要約】

【課題】　液体容器を安定して置く台であって、とくに

マニキュアの使用時に、ハケにマニキュア液をつけやす

くするための容器を支持する安定置き台を提供する。

【解決手段】　風船状ゴム皮膜体の中に焼いたサラサラ

の砂を入れ、全体をクッション状にして、それをマニキ

ュアの台として使用、マニキュア瓶を傾斜させたまま、

安定して置くことができる台。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 　 風 船 状 ゴ ム 皮 膜 体 の 中 に 焼 却 し た 砂 を 入 れ 、 全 体 を ク ッ シ ョ ン 状 に し て 、 マ ニ キ ュ ア
瓶 を 傾 斜 さ せ た ま ま 設 置 し 、 か つ 、 そ の ま ま 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 容 器 を 安 定 に 置 く
台 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 体 容 器 を 安 定 し て 置 く 台 で あ っ て 、 と く に マ ニ キ ュ ア の 使 用 時 に 、 刷 毛 に
マ ニ キ ュ ア 液 を つ け や す く す る た め の 容 器 を 支 持 す る 安 定 置 き 台 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 半 分 以 下 に 減 っ た マ ニ キ ュ ア を 使 用 す る 時 、 平 ら な 場 所 に 立 て た 状 態 で は 刷 毛 に
マ ニ キ ュ ア 液 は 、 先 端 し か 届 い て い な い 。 そ の た め 、 た っ ぷ り の 液 を つ け る た め に は 、 傾
け な け れ ば な ら な い 。 片 方 の 手 で 瓶 を 持 ち 、 も う 片 方 の 手 で 刷 毛 の つ い た 蓋 を 持 ち 、 刷 毛
に 液 が 、 た っ ぷ り つ く に よ う 傾 け な が ら 使 用 し て い た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の た め に 、 次 の よ う な 問 題 点 が あ っ た 。
　 両 手 の 爪 に マ ニ キ ュ ア を 塗 る に は 、 マ ニ キ ュ ア 瓶 を 何 度 も 傾 け る こ と が 必 要 で あ る 。 特
に 、 開 栓 後 の マ ニ キ ュ ア は 、 凝 固 し や す く な り 、 残 量 が 少 量 に な る と 刷 毛 が マ ニ キ ュ ア 液
に 届 き に く く な る 。 瓶 を 傾 け な が ら 、 マ ニ キ ュ ア を 爪 に 塗 る 作 業 は 、 時 間 を 要 す 上 、 凝 固
し た り 、 刷 毛 に 届 き に く く な っ た り で 、 マ ニ キ ュ ア を 塗 る 作 業 は 、 更 に 時 間 を 要 し 、 そ の
結 果 、 マ ニ キ ュ ア を 破 棄 す る こ と と な る 。
　 本 発 明 は 以 上 の 問 題 点 を 解 決 し よ う と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 風 船 状 ゴ ム 皮 膜 の 中 に 焼 い た サ ラ サ ラ の 砂 を 入 れ 、 全 体 を ク ッ シ ョ ン 状 に す る 。 そ れ を
マ ニ キ ュ ア の 台 と し て 使 用 す る 。 マ ニ キ ュ ア 瓶 を 傾 斜 さ せ た ま ま 、 こ の 台 に 載 せ て 安 定 し
て 置 く こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 マ ニ キ ュ ア の 量 に 合 わ せ て 、 マ ニ キ ュ ア 瓶 を 傾 け た ま ま 安 定 し て 置 く 事 に よ
っ て 、 い つ も 刷 毛 に マ ニ キ ュ ア 液 は 届 い て い る 状 態 を 作 り だ す 。 し た が っ て 、 塗 る 度 に 手
で 、 マ ニ キ ュ ア を 傾 け る 行 為 を し な く て 済 み 、 時 間 も 短 縮 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
　 （ イ ） 断 面 が 楕 円 形 の 風 船 状 か ら な る ゴ ム 皮 膜 体 （ １ ） の 一 端 に 、 口 部 （ ３ ） を 設 け る
。
　 （ ロ ） 焼 却 し て サ ラ サ ラ 状 に し た 砂 （ ２ ） を ゴ ム 皮 膜 体 （ １ ） に 、 ゴ ム 皮 膜 体 （ １ ） の
全 収 容 量 に 対 し て 砂 （ ２ ） を ７ ０ ％ ～ ９ ０ ％ 収 容 す る 。
　 （ ハ ） 口 部 （ ３ ） は 結 合 し て 止 め 、 皮 膜 体 （ １ ） の 内 側 に 押 し 込 む 。
　 本 発 明 は 、 以 上 の 構 成 よ り な る 。 本 体 の ゴ ム 皮 膜 体 （ １ ） の 上 部 に 、 マ ニ キ ュ ア 容 器 （
４ ） を 載 せ て 上 か ら 、 軽 く 押 さ え つ け る こ と に よ り 、 ゴ ム 皮 膜 体 （ １ ） の 内 側 で 、 砂 （ ２
） が 移 動 し て 適 当 な 凹 み を 形 成 さ せ る 。 そ し て 、 瓶 容 器 を 傾 斜 さ せ た ま ま 安 定 し て 設 置 で
き る 。
マ ニ キ ュ ア 液 の 残 量 が 少 な く て も 、 刷 毛 （ ５ ） に 液 が つ き や す く 、 握 り 部 （ ６ ） を 指 で 持
っ て 容 易 に 塗 り や す い 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 斜 視 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 断 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 使 用 状 態 を 示 す 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 １ 　 ゴ ム 皮 膜 体
　 　 ２ 　 砂
　 　 ３ 　 口 部
　 　 ４ 　 マ ニ キ ュ ア 容 器
　 　 ５ 　 ハ ケ
　 　 ６ 　 握 り 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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